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上記の反応を化合物24の反応に適用すると化合物25が一挙に得られた。次いで、
化合物2Sを還元すると抗白血病作用物質(-)-Hypoestestatinlのラセミ体(26)が得られ
た。本反応は(±)-HypoesteStatinl(2C)の初めての合成である。
OMe OMe
MeO MeO
Bu3SnH
ACN
－一
toluene
refiux
MeO MeO
24 25:X=O
26:X=H2((±)-Hypoestestatinl)
Cephalotaxin(29)のエステル誘導体は抗腫瘍活性を有することが知られている。化合
物27のラジカル反応はCephalotaxinの基本骨格2Sを一挙に与えた。
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5）凡ビニルーα-ハロアミドの5-e/7do型ラジカル環化反応におけるハロゲン原子の効
果について：ヨウ素原子は脱離基として万能か？
一般にラジカル反応の脱離基として用いられるハロゲン原子はヨウ素原子の方が塩素
原子よりも優れている。しかし、α-クロロアミF30aの5-enm型ラジカル反応では生成
物31が63％の好収率で得られるものの、α-ヨードアミド30bの反応では5-enm環化
体31は全く生成せず、還元体32のみを与えた。
そこで、30a,bのかわりに〃ベンジル体33a,bを用いてそれらの反応を詳細に検討
した。その結果、上記とほぼ同様に、クロロ体33aからは5-enm環化体34が92%の
高収率で、ヨード体33bからは5-enm環化に基づく生成物35及び3cが24%の総収率
で得られるだけであった。しかし、ヨー ド体33bの反応を5等量のBu3SnCl存在下で行
うと5-endo環化に基づく生成物34,35及び36の総収率が66%にまで回復した。そこ
で、これらの事実に対する考察を行った。
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上記のヨード体33bの反応で酸化体SSが得られることに着目し、化合物Wの反応
をBu3SnF存在下で検討したところ、酸化体38を経て化合物39が一挙に得られた。化
合物”を還元するとa-Lycorane(40)が得られることはすでに報告されている。
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37 38 39:X=O
40:X=H2(q-Lycorane)
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